
２.平面図形の作図  2018年度出題 

 

【問 1】 

図のように，円 O と線分 ABがあります。円Oの円周上に点 Pをとり，△

ABPの面積がもっとも小さくなるようにします。点 Pを定規とコンパスを使っ

て作図しなさい。 

ただし，点を示す記号 Pをかき入れ，作図に用いた線は消さないこと。 

（北海道 2018年度） 

 

 

 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

点 Oから線分 ABに引いた垂線と円 O との交点のうち，線分 ABに近い方の点を P とすればよい。 

 



【問 2】 

右の図の三角形を，直線ℓを対称の軸として対称移動させた図

形をかきなさい。 

（岩手県 2018年度） 

 

 

 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

三角形の各頂点から直線ℓに垂線をひき，その垂線と同じ長さの垂線を直線ℓについて三角形と反対側にそれぞれ

ひく。 

あとはその先端を直線で結んで三角形をつくればよい。 

 



【問 3】 

次の図は，円の一部です。この円の中心を作図によって求め，●印で示し

なさい。 

ただし，作図には定規とコンパスを用い，作図に使った線は消さないでお

くこと。 

（岩手県 2018年度） 

 

 

 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

適当に 2本弦をひきその 2本の弦の垂直二等分線の交点が円の中心になる。 

 



【問 4】 

図のように，直線ℓと，直線ℓ上の点 A，直線ℓ上にはない点 B

がある。直線ℓ上にあり，∠BPA＝45°になる点 Pは 2つある。こ

のうちの 1 つを，定規とコンパスを用いて作図しなさい。ただし，

作図に用いた線は消さないこと。 

（秋田県 2018年度） 

 

 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

点 Bから直線 ℓに垂線をひき，直線 ℓ との交点を C とする。 

Cを中心に半径 CBの円をかき，直線 ℓ との交点の 1つを P とすると 

△BCPは直角二等辺三角形だから∠BPA＝45°となる。 

 



【問 5】 

下の図において，△ABC は，∠ABC＝90°の直角三角形であり，点 D は，△ABC の外部の点である。下の【条

件】の①，②をともにみたす点 Pを，定規とコンパスを使って作図しなさい。 

ただし，作図に使った線は残しておくこと。 

（山形県 2018年度） 

【条件】 

①点 Pは，直線 BD上にある。 

②∠APB＝∠ACBである。 

 

 
 

解答欄 

 

 

 

 

 



解答 

 

解説 

∠APB＝∠ACBだから，点 Pは 3点 A，B，Cを通る円の周上にある。 

また∠ABC＝90°より，3点 A，B，Cを通る円は線分 ACを直径とする円である。 

作図した円と直線 BD との交点のうち点 B とは異なる点を P とすればよい。 

 



【問 6】 

右の図のように，∠A＝90°の直角三角形 ABC がある。3点 A，B，C を通る円の

中心 P を，定規とコンパスを用いて作図によって求め，P の位置を示す文字 P も書

きなさい。 

ただし，作図に用いた線は消さないでおきなさい。 

（福島県 2018年度） 

 

 

 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

∠A＝90°だから，∠BACは半円の弧に対する円周角で BCは円 Pの直径になる。 

よって BCの垂直二等分線を作図して BC との交点を P とすればよい。 

 



【問 7】 

右の図のように，円の内部に点 Aがある。円周上にある点のうち，点 A との距離が最

も長い点 P を作図によって求めなさい。ただし，作図には定規とコンパスを使い，また，

作図に用いた線は消さないこと。 

（栃木県 2018年度） 

 

 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

図の円の直径のうち点 Aを通る直径を作図しその両端のうち点 Aから遠い方を P とすればよい。 

図の円の中心を O と考える。 

点 Aを中心とし，円 O と 2点で交わるような円をかき 

その交点をそれぞれ B，C とすると OB＝OC，AB＝ACだから 

2点 A，Oはともに線分 BCの垂直二等分線上にあるので 

線分 BCの垂直二等分線を作図すればよい。 

 



【問 8】 

右の図のように，円 O と直線ℓがある。円 O の周上にある点で，直線ℓま

での距離が最も短くなるような点 P を，コンパスと定規を用いて作図しなさ

い。 

ただし，作図に用いた線は消さないこと。 

（群馬県 2018年度 後期） 

 

 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

求める点 Pは中心 Oから直線 にひいた垂線と円との交点になる。 

 



【問 9】 

下の図のように，△ABCの辺 AB上に点 Pがあります。点 P を通る直線を折り目として，点 Aが辺 BCに重なる

ように△ABCを折ります。このとき，折り目となる直線をコンパスと定規を使って作図しなさい。 

ただし，作図するためにかいた線は，消さないでおきなさい。 

（埼玉県 2018年度） 

 
 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

点 Aが移る点を A′とする。 

点 Pは折り目となる直線上にあり点 A′は折り目となる直線について 

点 A と対称な位置にあるから線分 AA′の垂直二等分線上に点 Pがあればよい。 

このとき PA＝PA′だから，点 A′は点 Pを中心とし半径が PAの円と辺 BC との交点である。 

以上から，点 Pを中心とし半径が PAの円と辺 BC との交点 A′を作図によって求め 

線分 AA′の垂直二等分線を作図すればよい。 

 



【問 10】 

下の図のように，∠B＝90°の直角三角形 ABC がある。辺 AB，BC，CA 上にそれぞれ点 P，Q，R をとり，四角

形 PBQRが正方形となるように 3点 P，Q，R を作図によって求めなさい。また，3点の位置を示す文字 P，Q，R も

書きなさい。 

ただし，三角定規の角を利用して平行線や垂線をひくことはしないものとし，作図に用いた線は消さずに残してお

くこと。 

（千葉県 2018年度 前期） 

 
 

解答欄 

 

 

 

 

 



解答 

 

解説 

正方形 PBQRで対角線 BRをひくと∠PBR＝∠QBR＝45°となることに着目する。 

∠ABC＝90°だから∠ABCの二等分線を作図して辺 AC との交点を R とすればよい。 

また∠RQB＝90°より Rから辺 BCに垂線をひいて BC との交点を Q とする。 

線分 RQの長さが正方形 PBQRの 1辺の長さになるから Bを中心とする半径 RQの円をかいて 

辺 AB との交点を P とする。 

別解 

点 Rをとったあと，線分 BRの垂直二等分線をひき，辺 AB，BC との交点をそれぞれ P，Q とする。 

 



【問 11】 

下の図のように，線分ABを直径とする半円がある。線分ABの中点をO とし，⌒AB上に点 Pをとり，∠POB＝30°

となる線分 OPを作図によって求めなさい。また，2点の位置を示す文字 O，P も書きなさい。 

ただし，三角定規の角を利用して直線をひくことはしないものとし，作図に用いた線は消さずに残しておくこと。 

（千葉県 2018年度 後期） 

 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

線分 ABの垂直二等分線と線分 AB との交点を O とする。 

次に，点 Bを中心とした半径 OBの円と弧 AB との交点を Q とすると△OBQは正三角形になる。 

∠BOQ＝60°だから，あとは∠BOQの二等分線と弧 ABの交点を P とし点 O と点 Pを結べばよい。 

 



【問 12】 

右の図２のように，円 Oの周上に点 P，円 Oの内部に点 Qがある。点 Pが点 Q

に重なるように 1 回だけ折るとき，折り目と重なる直線ℓを，定規とコンパスを用いて

作図し，直線ℓを示す文字ℓも書け。 

ただし，作図に用いた線は消さないでおくこと。 

（東京都 2018年度） 

 

図２ 

 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

線分 PQの垂直二等分線が直線ℓとなる。 

 



【問 13】 

下の図のような点 A と直線ℓがある。点 A を通り直線ℓに平行な直線を，定規とコンパスを用いて作図しなさい。た

だし，作図は解答用紙に行い，作図に使った線は消さないで残しておくこと。 

（新潟県 2018年度） 

 
 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

直線ℓ上に 2 点 B，C がある平行四辺形 ABCD の頂点 D を求め 2

点 A，Dを通る直線を引けばよい。 

①点 Aを中心とする円をかき直線ℓとの交点を B，C とする。 

②点 Cを中心として①と同じ半径の円をかく。 

③点 Aを中心として半径 BCの円をかき②との交点を D とする。 

④2点 A，Dを通る直線を引く。 

AB＝DC，AD＝BCの平行四辺形 ABCDができるから 

AD // BC となる。 

 

 



【問 14】 

右の図のような△ABC がある。2 辺 AB，AC からの距離

が等しく，点 Cから最短の距離にある点 Pを作図によって求

め，Ｐの記号をつけなさい。 

ただし，作図に用いた線は残しておくこと。 

（富山県 2018年度） 

 

 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

2辺 AB，ACからの距離が等しい点は∠BACの二等分線上にある。また，この直線上で点 Cから最短の距離にあ

る点は，点 Cから直線にひいた垂線と直線との交点である。 

 



【問 15】 

解答用紙に，2 点 A，B を通る直線ℓと，ℓ上にない点 C がある。これを用いて，次の     の中の条件①～③を

すべて満たす点 Pを作図しなさい。ただし，作図に用いた線は消さないこと。 

（石川県 2018年度） 

① 点 Pは，直線ℓに対して点 C と同じ側にある。 

② PB⊥ℓ 

③ △PABの面積は，△CABの面積の
1

2
である。 

 

 

 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

①より点 Pは直線ℓより上側にある。 

②より点 Bを通り直線ℓと垂直に交わる直線④をひく。 

③より点 Cを通り直線ℓと垂直に交わる直線をひき，その直線と直線ℓの交点を H とし 

線分 CHの垂直二等分線と直線④の交点を P とすればよい。 

実際，△PAB と△CABは底辺が辺 ABで共通で高さは CH＝2PBだから 

△PABの面積は△CABの面積の
1

2
である。

 

 



【問 16】 

下の図のように，2直線ℓ，mがある。点 Aが直線ℓ上に

あるとき，右の 3 つの条件にあてはまる△ABC を作図せ

よ。(作図に用いた線は消さないこと。)  

（福井県 2018年度） 

(作図) 

 
 

 

条 

件 

・点 Bは直線m上にある。 

・点 Cは直線ℓ上にあり，点 Aの右の方にある。 

・∠BAC＝90°であり，∠ABC＝60°である。 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

∠BAC＝90°より，点 Aを通る直線ℓの垂線と直線m との交点を B とする。 

線分 ABを 1辺とする正三角形の頂点のうち，線分 ABの右側にある点を作図し 

その点と点 Bを通る直線と直線ℓとの交点を C とすればよい。 

 



【問 17】 

図２において，点 Aは辺OX上の点であり，点 Bは辺OY上の点である。∠

AOP＝∠BOP であり，2 点 B，P 間の距離が最も短くなる点 P を作図しなさ

い。 

ただし，作図には定規とコンパスを使用し，作図に用いた線は残しておくこ

と。 

（静岡県 2018年度） 

 

図２ 

 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

∠AOP＝∠BOPだから，まず∠AOBの二等分線をひく。 

2点 B，P間の距離が最も短くなるから 

点 Bから∠AOBの二等分線へ垂線をひいてその交点を点 P とすればよい。 

 



【問 18】 

次の図で，直線ℓ上に点 A があるとき，直線ℓ上にあり，∠APB＝60°となる点 P を，定規とコンパスを用いて作図

しなさい。 

なお，作図に用いた線は消さずに残しておきなさい。 

（三重県 2018年度） 

 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

最初に辺 ABを一辺とする正三角形のうち，もう一つの頂点 Cが直線ℓの下にあるものをかく。 

次にその三つの頂点を通る円をかく。 

その円と直線ℓとの交点のうち点 Aでない方を P とすればよい。 

実際，円周角の定理より∠APB＝∠ACB＝60°となる。 

 



【問 19】 

図３のように，平行な 2 直線ℓ，mがあり，m上に 2 点 A，B がある。次の

条件①，②を満たす点 P を，定規とコンパスを使って解答欄の枠内に作図

せよ。なお，作図に使った線は消さずに残しておくこと。 

（奈良県 2018年度） 

［条件］ 

① 点 Pは，直線ℓ上にある。 

② ∠PAB＝45°である。 

 

 

 

図３ 

 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

Aを通る直線mの垂線を作図しできた 90°の角の二等分線をひいてℓとの交点を P とする。 

 



【問 20】 

右の図のおうぎ形の面積を 2 等分する直線ℓを，定規とコンパスを使って解答用紙に

作図しなさい。作図に使った線は残しておきなさい。 

（岡山県 2018年度 特別） 

 

 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

中心角の二等分線を作図すればよい。 

 



【問 21】 

下の図の△ABCを，直線ℓを軸として対称移動した図形を，方眼を利用してかきなさい。 

（広島県 2018年度） 

 
 

 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

直線ℓが対応する頂点を結ぶ線分の垂直二等分線になるように図形をかく。 

 



【問 22】 

下の図のように，△ABC の辺 AB 上に点 D がある。中心が∠ABCの二等分線上にあり，点 D で辺 AB に接す

る円について，その円の中心 Oを，定規とコンパスを使って作図しなさい。ただし，作図に用いた線は消さないこと。 

（山口県 2018年度） 

 
 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

点 Dは円の接点だから辺 AB と垂直に交わる直線で点 Dを通るものは円の中心 Oを通る。 

よって作図の手順は以下のようになる。 

① ∠ABCの二等分線をかく。 

② 点 Dを通り辺 AB と垂直に交わる直線をかく。 

③ ①と②の直線の交点を O とする。 

 



【問 23】 

下の図のような△ABCがある。中心が辺 AC上にあり，2点 A，B を通る円を解答欄に作図せよ。ただし，作図に

用いた線は消さずに残しておくこと。 

（愛媛県 2018年度） 

 
 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

2点 A，Bの垂直二等分線と辺 AC との交点が，2点 A，Bを通る円の中心となる。 

 



【問 24】 

下の図において，三角形 ABC の辺 BC 上に点 D をとり，頂点 A が点 D と重なるように折ると，折り目は辺 AB

上の点 P と，辺 AC上の点 Q を結ぶ線分 PQ となった。この点 P を，定規とコンパスを使い，作図によって求めよ。

ただし，定規は直線をひくときに使い，長さを測ったり角度を利用したりしないこととする。なお，作図に使った線は消

さずに残しておくこと。 

（高知県 2018年度 A） 

 
 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

頂点 A と点 Dを結び線分 ADの垂直二等分線をひく。 

その垂直二等分線と辺 ABの交点が点 Pである。 

 



【問 25】 

下の図において，点 Aを，直線ℓを対称の軸として対称移動した点 Pを作図し，点 Pの位置を示す文字 Pを書き

なさい。 

ただし，作図には定規とコンパスのうち必要なものを用い，作図に用いた線は消さずに残しておくこと。 

（佐賀県 2018年度 特色） 

 
 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

最初に点 Aから直線ℓに垂線を引きその足をH とする。 

点Hを中心とし点 Aを通る円をかき 

その円と垂線との 2つの交点のうち点 A以外のもう 1つの点を点 P とすればよい。 

 



【問 26】 

図２において，点 P を通り直線ℓに垂直な直線を定規とコンパスを用いて解答

用紙の図２に作図せよ。ただし，作図に用いた線は消さずに残しておくこと。 

（長崎県 2018年度） 

 

図２ 

 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

点 Pを中心とする円と直線ℓとの交点を A，B とする。 

次に 2点 A，Bをそれぞれ中心とする半径 PAの円をかき 

その交点の 1つを C とする。 

最後に直線 PCをひく。 

 



【問 27】 

図２は 3 点 A，B，C を通る円の一部である。この円の中心 O を，定規とコンパスを

用いて解答用紙の図２に作図して求め，その位置を点●で示せ。ただし，作図に用い

た線は消さずに残しておくこと。 

（長崎県 2018年度） 

 

図２ 

 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

線分 ABの垂直二等分線と線分 BCの垂直二等分線をひきその交点を O とすればよい。 

 



【問 28】 

右の図のように，△ABCがある。辺 BC上に点 Pを，△ABPの面

積が△ABC の面積の半分となるようにとりたい。点 P を，定規とコン

パスを使って作図しなさい。なお，作図に用いた線は消さずに残して

おくこと。 

（熊本県 2018年度） 

 

 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

点 Pは辺 BCの中点になる。 

BCの垂直二等分線を作図して BC との交点を P とすればよい。 

 



【問 29】 

右の図のように，2つの線分AB，CDがある。線分ABの垂直二等分線上にあって，

2 つの線分 AB，CD から等しい距離にある点 P を，定規とコンパスを使って作図しなさ

い。なお，作図に用いた線は消さずに残しておくこと。 

（熊本県 2018年度） 

 

 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

線分 AB，CDから等しい距離にある点は 2線分がつくる角の二等分線上にある。 

よって BAの延長と DCの延長の交点を E とし∠DEBの二等分線と ABの垂直二等分線との交点を P とする。 

 



【問 30】 

次の図のように，円 O の周上に点 A があり，円 O の外部に点 B がある。点 A を接点とする円 O の接線上にあ

り，∠OPA＝∠OPB となる点 Pを，作図によって 1つ求めなさい。 

ただし，作図には定規とコンパスを用い，作図に使った線は消さないこと。 

（大分県 2018年度） 

 
 

解答欄 

 

 

 

 

 



解答 

 

解説 

点 Bから円 Oに接線を引き接点を C とする。 

また点 Aを接点とする円 Oの接線を引き点 Bから円 Oに引いた接線との交点を P とする。 

△OPA と△OPCにおいて 

円の接線の性質より 

∠OCP＝∠OAP＝90°…① 

円 Oの半径だから OC＝OA…② 

辺 OPは共通…③ 

①，②，③から 

直角三角形において 

斜辺と他の１辺がそれぞれ等しいので 

△OPA≡△OPC 

よって∠OPA＝OPB となる点 Pは，この位置となる。 

点 Bから円 Oに引いた接線，接点 C，およびこの位置の点 Pは次のようにして正確に作図できる。 

(1) 点 Aを接点とする円 Oの接線を引く。 

(2) 線分 OBの中点をM とし，点Mを中心として半径 OMの円をかく 

(中点Mは線分 OBの垂直二等分線を作図することで求められる)。 

(3) (2)でかいた円と，円 Oの交点を C として直線 BCを引き，直線 BC と(1)の接線との交点を P とする。 

なお解答の図では(2)でかいた円と円 O との交点のうち 

左側の点を使っているが２つの交点のうちどちらを点 C として使ってもよい。 

 



【問 31】 

右の図のように，点 B で垂直に交わる 2 つの線分 AB，BC がある。線分 AB

と線分 BCに接し，半径が線分 BCの長さの半分となる円の中心 Oを，コンパス

と定規を使って作図しなさい。作図に用いた線は消さずに残しておくこと。 

（宮崎県 2018年度） 

 

 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

円の半径の長さは線分 BCの長さの半分だから線分 BCの垂直二等分線を引く。 

また円は線分 AB と線分 BCに接するから∠ABCの二等分線を引く。 

その 2本の直線の交点を O とすればよい。 

別解 

線分 BCの垂直二等分線をひいたあと 

垂直二等分線と BC との交点を D とし 

点 Dを中心として半径 ADの円をかき 

垂直二等分線との交点を O とする。 

 



【問 32】 

下の図において，∠XOYの二等分線を定規とコンパスを使って作図しなさい。 

ただし，作図に用いた線は消さずに残しておくこと。 

（沖縄県 2018年度） 

 
 

解答欄 

 

 

 

 

解答 

 

解説 

点 Oを中心とする円をかき半直線 OX，OY との交点をそれぞれ A，B とする。 

次に点 A，点 Bを中心とする円をそれぞれかきその交点を C とする。 

あとは点 O と点 Cを通る直線をひけばそれが∠XOYの二等分線となる。 

 
 


